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四
月
一
日
か

ら
自
転
車
運
転

者
の
青
切
符
制

度
が
始
ま
っ
た
。

麻
績
村
内
で
は

通
勤
・
通
学
に

自
転
車
を
使
用

し
て
い
る
率
が

少
な
い
た
め
自
転
車
が
村
内
を

頻
繁
に
走
る
光
景
は
あ
ま
り
見

ら
れ
な
い
。

　

そ
の
た
め
交
通
ル
ー
ル
改
正

の
関
心
は
薄
い
が
、
今
回
の
改

正
の
中
に
「
自
動
車
な
ど
が
同

じ
方
向
に
進
む
自
転
車
な
ど
の

右
側
を
通
過
す
る
場
合
、
両
者

の
間
に
十
分
な
間
隔
が
な
い
と

き
は
、
間
隔
に
応
じ
た
安
全
な

速
度
で
進
行
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
い
う
自
動
車
を
運
転

す
る
側
に
も
新
ル
ー
ル
が
適
用

さ
れ
て
い
る
。

　

新
緑
シ
ー
ズ
ン
に
入
る
こ
れ

か
ら
の
時
期
は
国
道
四
〇
三
号

線
に
ス
ポ
ー
ツ
系
の
サ
イ
ク
リ

ン
グ
自
転
車
や
二
輪
車
が
と
て

も
増
え
る
時
期
で
も
あ
る
。
高

齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
多
い
村
内
。

自
身
の
運
転
技
術
を
過
信
せ
ず
、

自
転
車
・
歩
行
者
・
対
向
車
、

交
通
安
全
に
気
を
付
け
て
運
転

を
し
た
い
。

聖 風山

　

館
長
就
任
に
あ
た
り
ま
し
て

　

こ
の
た
び
、
歴
史
と
伝
統
あ

る
麻
績
村
公
民
館
の
館
長
を
拝

命
い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の
任

の
重
さ
や
こ
と
の
重
大
さ
を
ひ

し
と
双
肩
に
感
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

前
任
の
内
山
修
治
館
長
か
ら

託
さ
れ
ま
し
た
小
冊
子
の
冒
頭

に
は
、「
公
民
館
は
地
域
の
社

会
教
育
の
拠
点
と
し
て
整
備
さ

れ
、
地
域
の
人
び
と
の
身
近
な

学
び
の
場
、
交
流
の
場
と
し
て

人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
に
大

き
く
貢
献
し
て
き
ま
し
た
」
と

の
記
述
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
今
、
田
舎
が
都
会
化
し

「
隣
は
何
を
す
る
人
ぞ
」
的
な

風
潮
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
禍
が
追

い
打
ち
を
か
け
る
ば
か
り
か
、

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
も
あ

い
ま
っ
て
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
は
崩
壊
の
危
機
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
い
る
方
は
自
分
含

め
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
公

民
館
活
動
と
い
う
大
き
な
課
題

に
ど
う
向
き
合
っ
て
い
け
る
か
、

ど
う
地
域
づ
く
り
に
貢
献
で
き

る
の
か
、
自
分
は
本
当
に
微
力

で
、
立
派
な
先
輩
館
長
の
足
元

に
は
遠
く
及
び
ま
せ
ん
が
、
何

か
小
さ
な
こ
と
で
も
で
き
る
こ

と
を
、
皆
様
の
お
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
楽
し
く
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

課
題
は
多
く
大
変
な
時
代
で

は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
同

様
、
各
種
の
公
民
館
活
動
に
つ

き
ま
し
て
、
村
民
の
皆
様
方
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

が
集
い
、
語
り
合
い
、
学
び
合

う
こ
と
を
大
切
に
し
て
き
た
公

民
館
に
と
っ
て
、
活
動
の
制
限

は
大
変
心
苦
し
い
も
の
で
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
状
況

に
お
い
て
も
皆
さ
ま
に
は
感
染

対
策
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
ま
た
新
し
い
活
動
に
も

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

制
約
の
多
い
中
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
改
め
て
地
域
の
つ
な

が
り
の
尊
さ
や
、
公
民
館
が
果

た
す
役
割
の
重
要
性
を
再
認
識

す
る
機
会
と
も
な
り
ま
し
た
。

い
た
ら
ぬ
点
も
多
々
あ
っ
た
か

と
存
じ
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
お

か
げ
で
無
事
七
年
間
、
勤
め
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
度
は
一
村
民
と
し
て
地
域

の
活
動
に
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、
公
民

館
が
今
後
ま
す
ま
す
地
域
の
中

心
と
し
て
発
展
さ
れ
ま
す
こ
と

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
こ
れ
ま
で
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
す
べ
て
の
皆
さ
ま

の
ご
健
康
と
ご
多
幸
、
そ
し
て

麻
績
村
の
さ
ら
な
る
発
展
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
退
任
の
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

公
民
館
長
の
就
任
・
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
二
〇
一
九
年
四
月
か
ら
公
民
館
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
き
ま

し
た
内
山
修
治
館
長
が
、
二
〇
二
六
年
三
月
末
を
も
ち
ま
し
て

退
任
さ
れ
ま
し
た
。
四
月
か
ら
は
、
市
川
仁
館
長
が
就
任
し
ま

し
た
。

市川　仁
新公民館長

内山　修治
前公民館長

　

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

こ
の
度
、
令
和
八
年
三
月
末

を
も
ち
ま
し
て
公
民
館
長
の
職

を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。
在
任

中
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
を
は
じ

め
関
係
機
関
の
多
く
の
温
か
い

ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
心
よ
り
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

在
職
中
は
、
公
民
館
活
動
を

通
じ
て
地
域
の
皆
さ
ま
と
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
大
変

貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

特
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
公
民
館

活
動
の
中
止
や
縮
小
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で

に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
困
難

に
も
直
面
し
ま
し
た
。
人
と
人
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麻
績
小
学
校

〈
転
入
〉

一
條　
　

学　
安
曇
野
市
立
豊
科

　
　
　
　
　
　
北
小
学
校
よ
り

〈
転
出
〉

伊
藤　

未
波　

根
羽
村
立
義
務

　
　
　
　
　
　

教
育
学
校
根
羽

　
　
　
　
　
　

学
園
へ

井
口　

敦
正　

安
曇
野
市
立
豊

　
　
　
　
　
　

科
南
小
学
校
へ

〈
新
規
採
用
〉

中
村　
　

結

筑
北
中
学
校

〈
転
入
〉

井
出　

雅
和　

長
野
市
立
犀
陵

　
　
　
　
　
　

中
学
校
よ
り

向
林
し
の
ぶ　

長
野
市
立
芹
田

　
　
　
　
　
　

小
学
校
よ
り

〈
転
出
〉

望
月　

省
吾　

長
野
市
立
松
代

　
　
　
　
　
　

中
学
校
へ

長
谷
川
文
香　

大
町
市
立
大
町

　
　
　
　
　
　

中
学
校
へ

〈
新
規
採
用
〉

山
田
ひ
か
り

区　
　

長
（
数
字
は

世
帯
数
）

（
四
月
一
日
現
在
）

女
渕
砂
原　

桐
山　

郁
夫　

22

野　
　

口　

渡
辺　
　

圭　

27

下
井
堀
西　

吉
野　

富
男　

38

下
井
堀
東　

滝
沢　

晴
雄　

23

矢　
　

倉　

宮
下　

純
一　

26

叶
里
高
畑　

柳
原　

忠
夫　

38

天　
　

王　

塚
原　
　

律　

70

根　
　

尾　

宮
下　
　

清　

15

坊　
　

平　

花
岡　

寿
郎　

21

北　
　

山　

峰
田　

敏
樹　

8

上
町
西　

田
中　
　

勝　

23

上
町
東　

前
山　

裕
信　

32

中　
　

町　

臼
井　

伸
明　

47

明
治
町　

宮
下　
　

朗　

112

本　
　

町　

赤
坂　
　

伸　

72

宮　
　

本　

宮
川　

昭
彦　

46

梶　
　

浦　

宮
下　

文
雄　

28

市
野
川　

山
本　

忠
充　

46

　

聖　
　

青
木　

益
男　

26

野
間
桑
関　

宮
崎　

重
幸　

６

　

高　
　

谷
口　
　

知　

23

桑
山
中
央　

小
山　

正
文　

36

西
之
久
保　

塚
原　

忠
徳　

19

和
合
下
田　

塚
原　

正
嗣　

30

中
芝
小
東　

内
山　

一
宏　

20

野
田
沢　

瀧
澤　
　

毅　

24

上
井
堀　

飯
森　

成
彦　

49

丸　
　

山　

夏
目　
　

仁　

47

分
館
長

女
渕
砂
原　

後
藤　

晴
夫

野　
　

口　

町
田
今
朝
男

下
井
堀　

桑
原　

秀
明

矢　
　

倉　

小
山　

高
史

叶
里
高
畑　

窪
田　

和
幸

天　
　

王　

徳
永　

昌
弘

西
麻
績　

峰
田　

敏
樹

上　
　

町　

刈
間　

尚
德

中　
　

町　

加
久
保
幸
平

明
治
町　

太
田　

清
明

本　
　

町　

宮
下　

信
俊

宮　
　

本　

宮
川　

裕
満

梶　
　

浦　

宮
下　

喜
充

市
野
川　

桐
山　

眞
一

　

高　
　

髙
野　

春
樹

桑
山
中
央　

関
崎　
　

豊

西
之
久
保　

中
野　

恒
治

和
合
下
田　

森
山　

政
秀

中
芝
小
東　

久
保
田
和
紀

野
田
沢　

花
岡　

興
男

上
井
堀　

飯
森　

克
彦

丸　
　

山　

平
田　
　

豪

分
館
主
事

女
渕
砂
原　

桐
澤　
　

仁

野　
　

口　

吉
野　

敏
久

下
井
堀　

飯
森　
　

茂

矢　
　

倉　

小
山　

光
雄

叶
里
高
畑　

平
田　

文
雄

天　
　

王　

一
條　
　

学

西
麻
績　

花
岡　

寿
郎

上　
　

町　

葦
沢　

時
夫

中　
　

町　

増
田　

和
彦

明
治
町　

前
澤　
　

治

本　
　

町　

臼
井　
　

誠

　
　
　
　
　

上
原　

佳
捺

宮　
　

本　

小
羽
根
保
宏

梶　
　

浦　

加
藤　

峰
明

市
野
川　

久
保
田
勝
彦

　

高　
　

瀧
澤
智
枝
子

桑
山
中
央　

佐
藤　

俊
生

西
之
久
保　

柳
澤　

潤
一

和
合
下
田　

江
森　

輝
留

中
芝
小
東　

塚
原　
　

實

野
田
沢　

塚
原　

廣
人

上
井
堀　

富
井　
　

勲

丸　
　

山　

細
田　
　

衛

消
防
団

団　

長　

佐
藤　

佳
彦

　
　
　
　
　
　
　
　

明
治
町

副
団
長　

滝
澤　
　

光

　
　
　
　
　
　
　
　

下
井
堀

副
団
長　

峯
村　

信
也　

　
　
　
　
　
　
　
　

下
井
堀

（
団
員
数
）

本　

部　

長　

西
澤　
　

治
39

　

副
本
部
長　

塚
原　

大
輔

　

副
本
部
長　

榎
本　

岳
人

第
一
分
団
長　

飯
森　

祐
一
36

　

副
分
団
長　

加
藤　

梓
介

　

副
分
団
長　

塚
原　

弘
紀

第
二
分
団
長　

一
之
瀬
裕
希
24

　

副
分
団
長　

吉
野　

浩
昭

　

副
分
団
長　

宮
島　
　

雅

第
三
分
団
長　

川
上　

啓
介
29

　

副
分
団
長　

滝
澤　
　

貢

　

副
分
団
長　

佐
藤　

大
輔

女
性
消
防
団
員　
　
　
　
　

19

麻
績
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

会　

長 

丸
山　

夏
美 

本　

町

副
会
長 

宮
川　

和
司 

宮　

本

筑
北
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

会　

長 

吉
池　
　

忍 

明
治
町

副
会
長 

渡
邉　

愛
香 

天　

王

麻
績
保
育
園
保
護
者
会

会　

長 

塚
原
和
香
子 

西
之
久
保

副
会
長 

丸
山　

里
奈 

本　

町

副
会
長 

宮
下　

悠
紀 

根　

尾

会　

計 

坂
口　

曜
子 

丸　

山

地
区
育
成
会
長

下
井
堀　
　

吉
野　

浩
昭

叶
里
高
畑
天
王　
　

田
原　

尚
子

上　
　

町　
　

中
村
麻
衣
子

中　
　

町　
　

小
澤　

理
恵

明
治
町　
　

毛
利　

裕
子

春
の
人
事
異
動

春
の
人
事
異
動
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本　
　

町　
　

平
田　

佳
代

梶　
　

浦　
　

宮
下　

達
也

宮　
　

本　
　

宮
川　

和
司

市
野
川　
　

久
保
田
信
機

桑
山
中
央　
　

坂
戸　

尚
子

西
之
久
保　
　

塚
原　

拓
也

和
合
下
田　
　

江
森　

輝
留

中
芝
小
東　
　

和
栗
由
利
子

野
田
沢　
　

花
岡　

良
子

上
井
堀
丸
山　
　

飯
森　
　

幸

青
少
年
育
成
推
進
員

峯
村　

博
行　
　
　

下
井
堀

宮
川
千
惠
子　
　
　

宮　

本

〈
新
任
〉

市
川　
　

仁　
　
　

和　

合

續
麻　

紀
由　
　
　

下　

田

佐
藤　

佳
彦　
　
　

明
治
町

〈
退
任
〉

内
山　

修
治　
　
　

中　

町

塚
原　

賢
司　
　
　

明
治
町

小
山　

芳
道　
　
　

天　

王

公
民
館
関
係

　

社
会
教
育
委
員　
　

　

兼
公
民
館
運
営
審
議
委
員

山
口　

利
江　
　

議
員
代
表

尾
台　

弘
枝　
　

小
学
校
長

大
鷹　

宏
彰　
　

中
学
校
長

宮
入　

宜
文　

Ｊ
Ａ
支
所
長

塚
原　

茂
樹

民
生
児
童
委
員
代
表　

宮
尾　
　

隆　
　

商
工
会
長

久
保
田
優
子　
　
　

市
野
川

塚
原　

正
樹　
　
　

野
田
沢

〈
新
任
〉

宮
川　

和
司　

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表　

〈
退
任
〉

伊
藤　

裕
理

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表　

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

栁
原
直
穂
美　
　
　

叶　

里

清
水　
　

深　
　
　

明
治
町

加
藤　

梓
介　
　
　

天　

王

〈
新
任
〉

刈
間　

真
一　
　
　

上　

町

〈
退
任
〉

宮
川　
　

修　
　
　

宮　

本

　

館
報
編
集
委
員

久
保
田
優
子　
　
　

市
野
川

山
田
ひ
か
り　
　
　

本　

町

白
木　

和
真　
　
　

半
在
家

〈
新
任
〉

宮
川　

朱
美　
　
　

宮　

本

〈
退
任
〉

髙
野　

羊
子　
　
　
　

高

※
実
際
の
並
び
順
と
は
異
な
り
ま
す

※
人
事
異
動
の
ペ
ー
ジ
は
、
敬
称

略
で
四
月
二
十
五
日
現
在
、
確

認
で
き
て
い
る
方
を
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。

▲麻績小学校入学式（4月7日）
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二
〇
二
六
年
本
屋
大
賞
決
定

　

全
国
の
書
店
員
イ
チ
オ
シ
の

一
冊
が
四
月
九
日
に
発
表
さ
れ
、

大
賞
が
「
イ
ン
・
ザ
・
メ
ガ
チ

ャ
ー
ジ
」（
朝
井
リ
ョ
ウ
著
・

日
経
Ｂ
Ｐ
日
本
経
済
新
聞
出

版
）
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
登
場
人
物
に
共

通
す
る
の
は
、
周
り
が
見
え
な

く
な
る
ほ
ど
の
心
の
中
か
ら
湧

き
上
が
る
熱
気
。
ひ
と
つ
の
フ

ァ
ン
ダ
ム
（
推
し
活
）
を
生
み

出
す
側
、
の
め
り
こ
む
側
、
冷

め
て
見
つ
め
る
側
の
感
情
が
複

雑
に
行
き
交
う
展
開
に
引
き
込

ま
れ
る
物
語
で
す
。

　

図
書
館
ス
タ
ッ
フ

　

お
す
す
め
の
雑
誌
紹
介

　

お
み
図
書
館
で
は
、
本
や
新

聞
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

雑
誌
を
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
在
十
六
誌
を
所
蔵
中
。
最
新

の
情
報
や
、
趣
味
の
知
識
を
得

る
の
に
役
立
ち
ま
す
。

　

普
段
読
む
こ
と
が
な
い
ジ
ャ

ン
ル
の
雑
誌
も
、
鮮
や
か
な
写

真
を
眺
め
な
が
ら
手
に
取
っ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　「 Tarzan
」

　

単
な
る
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

雑
誌
で
は
な
く
、「
快
適
な
生

活
習
慣
」
を
提
案
す
る
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
誌
と
い
う
側
面
も
あ

り
ま
す
。

　

納
得
し
て
取
り
組
み
た
い
効

率
重
視
派
、
健
康
オ
タ
ク
気
質

な
方
向
け
の
バ
イ
ブ
ル
…
。

　

カ
ラ
ダ
に
関
す
る
正
し
い
知

識
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
で
き
ま
す
。

　「
趣
味
の
園
芸
」

　

園
芸
初
心
者
に
も
わ
か
り
や

す
い
育
て
方
か
ら
、
ベ
テ
ラ
ン

フ
ァ
ン
も
納
得
の
、
深
い
情
報

ま
で
満
載
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
を
楽
し
む
の
に
最
適
な

季
節
で
す
。
是
非
、
お
好
き
な

花
や
樹
木
を
植
え
て
長
く
楽
し

ん
で
い
け
る
よ
う
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▲今年は15分ずつ毎日読
　むぞ！

　「
天
然
生
活
」

「
自
分
ら
し
く
、
暮
ら
し
を
楽

し
む
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
、

シ
ン
プ
ル
・
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
暮

ら
し
を
提
案
。
実
用
的
な
特
集

も
好
評
で
す
。

　

ス
タ
イ
リ
ス
ト
や
料
理
家
、

収
納
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
、

暮
ら
し
の
専
門
家
に
よ
る
コ
ラ

ム
連
載
も
人
気
で
す
。
自
分
な

り
の
暮
ら
し
を
楽
し
み
た
い
人

に
オ
ス
ス
メ
の
雑
誌
で
す
。

　「
す
て
き
に
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
」

　

ビ
ギ
ナ
ー
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま

で
楽
し
め
る
よ
う
に
作
り
方
を

丁
寧
に
解
説
。
幅
広
い
ジ
ャ
ン

ル
の
手
芸
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

見
て
い
る
だ
け
で
も
ワ
ク
ワ
ク

す
る
よ
う
な
、
素
敵
な
作
品
が

多
数
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

　

新
生
活
に
合
わ
せ
て
、
手
仕

事
を
始
め
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

来館者数	 339人
貸出冊数	 730冊
ご来館ありがとう
ございます。

前月の図書館

　「
ハ
ル
メ
ク
」

　

日
本
で
一
番
売
れ
て
い
る
女

性
誌
と
言
わ
れ
る
本
誌
は
、
五

〇
代
か
ら
の
女
性
を
メ
イ
ン

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
健
康
・
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
・
お
金
等
々
刺
さ
る

情
報
が
満
載
。

　

気
に
な
っ
て
い
た
け
ど
通
販

限
定
だ
か
ら
と
迷
っ
て
い
た
方
、

ぜ
ひ
図
書
館
で
ご
一
読
く
だ
さ

い
。

日本経済新聞出版

マガジンハウス

扶桑社㈱ハルメク

NHK出版NHK出版

　

麻
績
小
学
校
図
書
館
便
り

　

毎
年
年
度
当
初
に
は
マ
ナ
ー

形
成
週
間
を
行
い
、
み
ん
な
が

楽
し
く
学
校
生
活
を
送
る
た
め

の
マ
ナ
ー
や
き
ま
り
へ
の
意
識

を
高
め
て
い
ま
す
。
図
書
館
で

も
早
速
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

で
、
一
週
間
以
内
に
返
却
す
る

こ
と
や
図
書
の
時
間
前
に
借
り

て
お
く
こ
と
な
ど
を
確
認
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
今
年
度
の
読

書
目
標
を
立
て
ま
し
た
。

　

慌
た
だ
し
い
毎
日
で
は
あ
り

ま
す
が
、
生
活
の
中
に
読
書
を

す
る
時
間
を
設
け
、
豊
か
な
心

を
育
ん
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。
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元
気
通
信
!!
　
今
月
の
小
・
中
学
校

麻
績
小
学
校

　

本
年
度
は
、
十
四
名
が
新
入

生
と
し
て
入
学
し
ま
し
た
。
学

校
が
始
ま
っ
て
す
ぐ
、
子
ど
も

た
ち
か
ら
「
一
年
生
に
な
っ
た

こ
と
を
保
育
園
で
言
い
た
い
」

「
保
育
園
の
み
ん
な
と
遊
び
た

い
」
と
い
う
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ

っ
た
の
で
、
そ
の
週
の
金
曜
日

に
保
育
園
に
行
き
、
交
流
を
し

て
き
ま
し
た
。
保
育
園
で
遊
ぶ

中
で
、
何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ

る
と
、「
～
す
る
と
い
い
よ
」

と
声
を
か
け
て
行
動
し
て
い
て
、

保
育
園
で
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ

ん
と
し
て
頑
張
っ
て
い
た
姿
が

思
い
浮
か
び
ま
し
た
。

　

少
し
ず
つ
小
学
校
の
生
活
に

も
慣
れ
て
き
て
、
休
み
時
間
は
、

体
育
館
や
校
庭
で
汗
だ
く
に
な

る
ま
で
遊
ん
で
、
教
室
に
戻
っ

て
く
る
子
ど
も
た
ち
が
多
い
で

す
。

　

ま
た
、
生
活
科
の
春
の
探
検

で
は
、「
さ
く
ら
が
き
れ
い
」

「
虫
を
と
っ
た
よ
」
と
友
だ
ち

と
話
を
し
な
が
ら
、「
こ
の
花

の
仲
間
は
こ
れ
か
な
？
」「
ダ

ン
ゴ
ム
シ
っ
て
何
を
食
べ
る
の

か
な
」
と
不
思
議
だ
な
と
思
う

こ
と
も
出
て
き
ま
し
た
。
そ
の

不
思
議
を
大
切
に
し
て
、
周
り

の
友
だ
ち
と
考
え
た
り
、
困
っ

て
い
る
時
は
、
お
互
い
が
支
え

合
っ
た
り
し
て
、
楽
し
い
学
校

生
活
を
つ
く
っ
て
い
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

筑
北
中
学
校

　
筑
北
中
学
校
入
学
式
が
四
月

七
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
の
「
歓
迎
の
こ
と
ば
」

と
「
新
入
生
代
表
あ
い
さ
つ
」

を
掲
載
し
ま
す
。

　
入
学
式 

歓
迎
の
こ
と
ば

三
年
　
宮
下
　
結
愛

　

暖
か
な
春
の
日
差
し
に
包
ま

れ
、
校
庭
の
桜
も
美
し
く
咲
き

誇
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
新

入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
在
校
生

を
代
表
し
て
、
心
よ
り
歓
迎
い

た
し
ま
す
。

　

今
、
皆
さ
ん
は
新
し
い
生
活

へ
の
期
待
と
と
も
に
、
少
し
の

不
安
も
感
じ
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
小
学
校
と
は
違
っ
た

学
校
生
活
、
初
め
て
の
授
業
、

こ
れ
か
ら
始
ま
る
部
活
動
。
さ

ま
ざ
ま
な
思
い
を
胸
に
、
こ
の

日
を
迎
え
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
し
か
し
、
安
心
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
の
筑
北
中
学
校

に
は
、
皆
さ
ん
を
支
え
る
仲
間

と
先
生
方
が
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
本
校
の
学
校
生

活
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
ま

ず
、
部
活
動
で
す
。
本
校
に
は

私
が
所
属
を
し
て
い
る
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
や
吹
奏
楽
部
・

芸
術
部
な
ど
の
五
つ
の
部
が
活

動
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が

目
標
に
向
か
っ
て
日
々
努
力
を

重
ね
て
い
ま
す
。
仲
間
と
と
も

に
汗
を
流
し
、
時
に
は
壁
に
ぶ

つ
か
り
な
が
ら
も
乗
り
越
え
て

　

新
し
い
お
友
だ
ち
が
入
園

　

麻
績
保
育
園
入
園
式
が
四
月

三
日
に
行
わ
れ
、
九
名
の
園
児

が
入
園
し
ま
し
た
。

　

年
長
の
ひ
ま
わ
り
組
に
よ
る

保
育
園
紹
介
が
あ
り
、
保
護
者

の
見
守
り
の
も
と
で
、
形
式
に

と
ら
わ
れ
な
い
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

な
雰
囲
気
の
式
で
し
た
。

　

家
と
違
う
雰
囲
気
に
泣
い
て

し
ま
っ
た
入
園
児
も
い
ま
し
た

が
、
楽
し
い
保
育
園
生
活
を
過

ご
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

▲ひまわり組による楽しい保育園の紹介

▲桜の下で記念の一枚

▲小学校内の春を探検

▲話に耳を傾ける新入生
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い
く
経
験
は
、
大
き
な
成
長
に

つ
な
が
り
ま
す
。
最
初
は
う
ま

く
い
か
な
く
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

一
歩
ず
つ
、
自
分
の
力
で
前
に

進
ん
で
い
く
こ
と
が
何
よ
り
大

切
で
す
。

　

次
に
、
筑
北
祭
で
す
。
筑
北

祭
は
、
全
校
で
一
つ
の
目
標
に

向
か
い
、
力
を
合
わ
せ
て
創
り

上
げ
る
行
事
で
す
。
準
備
の
過

程
で
は
、
意
見
が
ぶ
つ
か
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ

れ
を
乗
り
越
え
て
完
成
さ
せ
た

と
き
の
達
成
感
は
、
言
葉
で
は

言
い
表
せ
な
い
ほ
ど
大
き
な
も

の
で
す
。
自
分
か
ら
一
歩
踏
み

出
し
、
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と

で
、
そ
の
価
値
は
さ
ら
に
深
ま

り
ま
す
。

　

続
い
て
、
生
徒
会
活
動
で
す
。

生
徒
会
は
、
学
校
生
活
を
よ
り

良
い
も
の
に
す
る
た
め
に
、
自

ら
考
え
、
行
動
す
る
場
で
す
。

行
事
の
運
営
や
日
々
の
取
り
組

み
を
通
し
て
、
学
校
全
体
を
支

え
て
い
ま
す
。
大
切
な
の
は
、

何
事
に
も
挑
戦
す
る
こ
と
で
す
。

挑
戦
し
な
け
れ
ば
な
に
も
始
ま

り
ま
せ
ん
。
挑
戦
し
て
失
敗
し

て
し
ま
っ
て
も
そ
の
失
敗
は
次

に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
積
み

重
ね
が
、
よ
り
良
い
学
校
を
つ

く
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ

生
徒
会
に
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
、
学
習
に
つ
い
て
で

す
。
中
学
校
で
は
学
び
の
内
容

が
よ
り
深
ま
り
、
自
ら
考
え
る

力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
日
々
の

予
習
・
復
習
を
大
切
に
し
、
分

か
ら
な
い
こ
と
を
そ
の
ま
ま
に

し
な
い
姿
勢
が
、
確
か
な
力
へ

と
つ
な
が
り
ま
す
。
努
力
は
す

ぐ
に
結
果
と
し
て
現
れ
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
積
み
重
ね

た
時
間
は
必
ず
自
分
の
支
え
に

な
り
ま
す
。
や
さ
し
く
て
頼
り

に
な
る
先
生
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
た
く
さ
ん
質
問
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
中
学

の
よ
う
な
立
派
な
式
を
開
い
て

く
だ
さ
っ
た
、
筑
北
中
学
校
の

先
生
方
、
二
年
生
三
年
生
の
先

輩
方
、
来
賓
の
皆
さ
ん
、
地
域

の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
去
年
の
中
学
校
体
験

で
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
中
学
校
進
学
が
近
づ
く
に

つ
れ
て
、
た
く
さ
ん
の
先
輩
方

に
と
て
も
優
し
く
接
し
て
い
た

だ
き
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
丁

寧
に
教
え
て
も
ら
い
、
自
然
と

不
安
が
消
え
て
い
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
中
学
校
入
学
が
楽
し

み
に
な
り
ま
し
た
。

　

で
す
が
、
い
ざ
入
学
と
な
る

と
、
と
て
も
緊
張
し
て
い
ま
す
。

校
生
活
は
、
決
し
て
平
坦
な
道

の
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
だ
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
仲
間
と
笑
い

合
っ
た
時
間
も
、
悩
み
な
が
ら

乗
り
越
え
た
経
験
も
、
す
べ
て

が
皆
さ
ん
を
成
長
さ
せ
て
く
れ

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
三
年
間
、

自
分
を
信
じ
、
仲
間
を
信
じ
、

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
挑
戦
し
て

く
だ
さ
い
。
私
た
ち
在
校
生
も
、

皆
さ
ん
と
と
も
に
歩
み
、
よ
り

良
い
学
校
を
築
い
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
困
っ
た
と

き
は
、
い
つ
で
も
頼
っ
て
く
だ

さ
い
。
新
入
生
の
皆
さ
ん
の
こ

れ
か
ら
の
学
校
生
活
が
、
希
望

に
満
ち
た
実
り
あ
る
も
の
に
な

る
こ
と
を
願
い
、
歓
迎
の
こ
と

ば
と
い
た
し
ま
す
。

　
新
入
生
代
表
あ
い
さ
つ

一
年
　
久
保
田
陽
葵

　

や
わ
ら
か
な
春
風
が
心
地
よ

く
、
日
ご
と
に
春
の
訪
れ
が
感

じ
ら
れ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

三
月
、
僕
た
ち
は
麻
績
小
学

校
を
卒
業
し
ま
し
た
。
そ
し
て

今
日
、
中
学
校
の
門
を
く
ぐ
り
、

麻
績
村
立
筑
北
中
学
校
の
入
学

の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
僕
た
ち
の
た
め
に
、
こ

　

そ
れ
と
同
時
に
、
中
学
校
生

活
や
学
習
に
期
待
を
寄
せ
て
い

ま
す
。

　

僕
は
、
三
年
間
の
中
学
校
生

活
で
大
人
に
頼
ら
ず
自
分
で
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で

す
。
中
学
生
に
な
っ
た
ら
、
自

分
で
考
え
て
行
動
す
る
こ
と
が

増
え
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
僕

は
、
あ
い
さ
つ
を
考
え
る
と
き

や
、
文
章
を
書
く
と
き
な
ど
、

先
生
や
、
大
人
を
頼
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
多
く
、
も
っ
と
自
分

で
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た

い
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
様
々

な
本
を
読
ん
だ
り
、
い
ろ
い
ろ

な
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
、

会
話
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
、
自

分
で
色
々
な
考
え
方
や
言
葉
の

選
択
肢
を
増
や
し
て
い
き
た
い

で
す
。

　

そ
し
て
、
わ
か
ら
な
い
こ
と

は
、
頼
も
し
く
か
っ
こ
い
い
先

輩
方
に
教
え
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
よ
り
良
い
中
学
校
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
中
学
校
の
先
生
方
、

先
輩
方
、
来
賓
の
方
々
、
私
た

ち
の
こ
と
を
温
か
く
、
そ
し
て

時
に
は
厳
し
く
、
ご
指
導
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▲皆さんご入学おめでとうございます

▲ご指導よろしくお願いします
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ご
冥
福
を
祈
る

渡
邉　

幸
忠　

90
歳　

天　

王

渡
邉　

雅
子　

86
歳　

天　

王

小
瀨　

佳
彦　

62
歳　

横　

屋

宮
下
𛁟
ま
井　

98
歳　

野　

口

村
上
よ
ね
子　

109
歳

サ
ン
ラ
イ
フ
お
み

名
畑　

裕
夫　

66
歳　

本　

町

峯
村　

智
晴　

75
歳　

下
井
堀

　

お
詫
び
と
訂
正

　

館
報
三
月
号
八
面
「
茶
道
ク

ラ
ブ
が
観
月
苑
で
お
茶
席
を
設

け
る
日
」
に
訂
正
が
あ
り
ま
す
。

正
確
に
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

誤
「
十
月
十
八
日
」

　
　
　

↓

　

正
「
十
月
二
十
五
日
」

　

惜
し
ま
れ
つ
つ

　
「
童
謡
の
会
」
解
散

　
毎
年
、
文
化
祭
な
ど
多
く
の

イ
ベ
ン
ト
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

公
民
館
を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
童
謡
の
会
が
、
三
月

末
を
も
っ
て
解
散
と
な
り
ま
し

た
。

　
参
加
さ
れ
て
い
た
方
か
ら
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

五
十
名
ほ
ど
の
方
々
と
宮
入

清
子
先
生
（
筑
北
村
）、
嶋
田

由
美
先
生
（
筑
北
村
）
の
ご
両

名
に
よ
る
指
導
の
中
、
二
十
数

年
続
い
た
童
謡
の
会
が
解
散
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
一
人
一
人
が
思
い
出

を
語
り
、
全
員
で
記
念
撮
影
を

し
ま
し
た
。
文
化
祭
の
た
め
に

練
習
し
た
こ
と
、
施
設
へ
訪
問

し
た
こ
と
、
懐
か
し
い
思
い
出

と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

　

一
か
月
に
一
度
、
会
う
こ
と

で
、
お
互
い
の
健
康
確
認
の
お

し
ゃ
べ
り
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

公
民
館
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
農
作
業
を
し

な
が
ら
口
ず
さ
み
、
思
い
出
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

女
渕
　
桐
山
み
よ
子

　

松
本
広
域
連
合
消
防
職
員

　

採
用
資
格
試
験
（
上
級
）

　

来
年
四
月
に
採
用
予
定
の
松

本
広
域
連
合
消
防
職
員
採
用
資

格
試
験
（
上
級
）
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

●
受
験
資
格

　

平
成
十
年
四
月
二
日
か
ら
平

成
十
七
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
で
、
大
学
卒
業
程
度

の
学
力
を
有
す
る
人
（
日
本
国

籍
を
有
す
る
人
）

※
消
防
職
員
の
経
験
を
有
す
る

場
合
は
前
歴
を
優
遇
し
て
加

算
し
ま
す
。

●
第
一
次
試
験

（
教
養
・
適
性
・
体
力
試
験
）

①
日
程

　

六
月
七
日（
日
）

②
場
所

・
教
養
試
験

　

松
本
市
役
所
波
田
支
所

　
（
松
本
市
波
田
四
四
一
七-

一
）

・
体
力
試
験

　

松
本
市
波
田
体
育
館

　
（
松
本
市
波
田
一
〇
〇
九
八-

一
）

●
申
込
期
間

　

五
月
十
一
日（
月
）か
ら

　

五
月
二
十
四
日（
日
）ま
で

※
申
込
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
は
、

事
情
を
問
わ
ず
受
付
で
き
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
松
本
広
域

連
合
側
の
シ
ス
テ
ム
等
の
不

具
合
を
除
く
。

●
試
験
案
内

　

松
本
広
域
連
合
、
ま
た
は
松

本
広
域
消
防
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法

　

松
本
広
域
連
合
の
ホ
ー
ム
ペ 

ー
ジ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経

由
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

松
本
広
域
連
合
事
務
局
総
務

　

課

　

☎
八
七-

五
四
六
〇

み
ん
な
の
広
場

▲文化祭で発表していただきました

▲思い出に記念撮影


